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辻VJ System

今回のテーマ



2023年にこんなものを作った



https://docs.google.com/file/d/11gYIDRgJ2GZojnrfCXnKvH2uB2Hp_tuf/preview


http://www.youtube.com/watch?v=-toJ8UPVEb8


これを作るを至った経緯を話すには
まずBurningManの話をしなければならない



BurningManとは

アメリカ・ネバダ州のブラックロック砂漠にて催される世界最大規模のフェス。

電気や水道などのインフラが一切ない環境で一週間の街が形成され、アートやパフォー

マンスが行われる。

The 10 Principles of Burning Man（バーニングマンの10原則）というものがあり、中で

も強い要素を挙げると

・ギフティング(Gifting)
　金銭の授受や物々交換ではなく、見返りを求めないギブ＆ギブ

・非商業主義(Decommodification)
　商品・サービスの宣伝、広告など商業から距離を置く

・立ち去る時には何も残さない(Leaving No Trace)
　マナーの良いキャンパー以上に、這いつくばって髪の毛一本すら拾う

などなど

https://burningman.org/about/10-principles/


そんなBurningManに
初めて参加したのが2022年のこと



赤線が約 1kmぐらい

外側にうっすら見えるフェンス
の内側が会場で、渋谷区が
すっぽり入るらしい
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徹底的な自己表現（Radical Self-expression）というのも前述の10 principlesにあった

ので、それならばとドローンアンビエントの即興演奏をしながら練り歩くというパフォーマ

ンスをやった。

しかし初めて参加したBurningManでは、周囲のあまりにもスケールの大きな作品の

数々に圧倒された。

そして、次に参加する時には、もっと自分の持ち味を出し切らなければ。

広大なプラヤを彷徨いながらそう決意し、構想を練り始めていたのであった……



自分の持ち味を活かした
パフォーマンスとは？



考えた

自分の持ち味を活かすパフォーマンスとなると、やはりhydraを使った即興LiveCoding
でのバキバキ明滅VJなのでは。

しかし広大すぎる会場では、並のプロジェクターでスクリーンに映しても小さすぎて目立

たない。

レーザーや炎の明るさにとても太刀打ちできない。

しかしどうせやるからには、多くの人に見てもらいたい。

さて、どうしたものか。

https://hydra.ojack.xyz/


よし、じゃぁディスプレイを背負って
自分が移動することで

たくさん人がいるところに
見せに行けばいいではないか！



しかしここで問題になるのは２点
如何に歩きながらLiveCodingするのか？

如何にディスプレイを背負うのか？



如何に歩きながらLiveCodingするのか？

Laptopを前面にマウントする必要があるが、工作が苦手なのでなるべく既存製品を組み

合わせて何とかする方針で検討した。

色々探してみたが、この商品以外に使えそうなものが見つからなかった。

まぁ、微妙に需要がありそうでないようなシロモノだからなのかも。

ちなみにこの商品は16inchのMacBookProだとちょっとサイズがはみだす。

14inchだと丁度良い。

微妙にケーブル長が窮屈なので、フックの部分にカラビナをかませて調整したり、滑り止

めシートを貼り付けたりしてカスタムすることで使い勝手を向上させた。

https://amzn.asia/d/8YfAuYy


出力装置はもともと持ってた
このモバイルディスプレイを転用

https://amzn.asia/d/dzLglZ4


ではこのディスプレイを背面に
如何にしてマウントするか？
まず辿り着いたのがこれだ

https://www.amazon.co.jp/dp/B0BRQ9MQG6




登山用の背負子

重い荷物を背負って登山するのを前提としているため、厚手のクッションとウエストベル

トでがっちりと密着して安定感良し。

少なくとも２〜３時間程度のパフォーマンスを想定しているので、それに耐えられる装備

としては合格。

頑丈なフレームがあるので、ポールマウントのモニターアームを取付可能。

多少重いという問題はあるが、走り込みによって自身の足腰とスタミナを鍛えることで解

決した。

筋力は多くを解決する。

https://amzn.asia/d/9Wxugdg


しかしちょっと困った

航空機内持ち込みできない

あくまで目的がBurningManでのパフォーマンスなの

で、一般的な旅客機で持ち運べるかどうかは最重要課

題。

背負子のフレームが大きく(製品サイズ   :   27 x 37 x 69 
cm)、機内持ち込みできるサイズをギリギリオーバーし

ていることが発覚。

組み立て式や折りたたみ式の背負子がないかは軽く探

したが、適格なものが見当たらない。



BurningManへの参加費・旅費も含めて
既に結構な費用を投じている。

今更、預け荷物１つの費用はクリティカルではないが
重さの問題も含めて何か解決できないものか？



ここで候補にあがったのが
タクティカルベスト



モジュール式装備システム「MOLLE/PALS」
主に米軍等が採用している個人装備品規格(wikipedia)で、縫い目の間隔などが統一さ

れていてそれに合わせたサードパーティ製のポーチなどが多数ある。

軍用品なので基本的に耐久性も高いし、これにディスプレイをマウントできれば解決する

のでは？

参考リンク：米軍の装備品規格「MOLLE/PALS」について

試したらVP13という径の塩ビパイプがジャストで通せたので、L字やらを組み合わせたり

ゴムベルトを巻き付けたりして、VESAポールマウンタを取り付けられるようにした。

https://ja.wikipedia.org/wiki/MoLLE_System
https://dfm92431.hatenablog.jp/entry/2016/11/27/120029


バッテリーは腰で支える
機内持ち込み可能な最大容量のAnkerのモバイルバッテリーをチョイスした。

他にも使うことを考えると小さめのポータブル電源も検討したかったが、預け荷物にでき

ないので断念。

1kg近いバッテリーを保持するため、タクティカルベルトに大きめのポーチを取り付けた。

https://amzn.asia/d/4zatfNL


これらを組み合わせると
こうなる！
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最後に



Liveのタイミングで
勝手に辻VJやります！

（あるいはもうやった後かも）



ご清聴ありがとうございました


